
第
65
回

藤
村
忌

－

花
と
歌
を
捧
げ
る
つ
ど
い

－

　

毎
年
、
命
日
に
あ
た
る
８
月
22
日
に
懐
古
園
の
藤
村

記
念
館
の
前
庭
に
お
い
て
藤
村
文
学
を
愛
好
す
る
皆
さ

ん
が
集
い
、
花
や
歌
を
捧
げ
て
そ
の
遺
徳
を
偲
び
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
22
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
〜

◆
場
所　

藤
村
記
念
館
前
庭（
懐
古
園
内
）

◆
内
容

•
講
話　
「
昭
和
２
年
の
島
崎
藤
村
」

　
　
　
　

講
師　

村
上
文
昭
氏（
元
関
東
学
院
大
学
教
授
）

•
献
歌　

岳
照
流
日
本
誠
吟
会
、コ
ー
ル
フ
ロ
ー
ラ
小
諸
、

　
　
　
　

小
諸
草
笛
会
、
水
明
小
学
校
合
唱
愛
好
部

•
献
句
、
献
花

▼
問
い
合
わ
せ
先　

藤
村
記
念
館
☎
22

－

１
１
３
０

■
作
品
内
容　

随
筆・エ
ッ
セ
ー（
題
材・テ
ー
マ
は
自
由
）

■
募
集
対
象　
一
般
の
部
、
高
校
生
の
部
、
中
学
生
の
部

■
応
募
作
品　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
、
一
般
の
部

10
枚
程
度
、
高
校
生
・
中
学
生
の
部
５

枚
程
度

■
締
め
切
り　

一
般
の
部　

平
成
20
年
１
月
31
日
㈭

　
　
　
　
　
　

中
高
生
の
部　

平
成
19
年
11
月
30
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

小
諸
市
生
涯
学
習
課

　
「
小
諸
・
藤
村
文
学
賞
」事
務
局

　
　
（
小
諸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
23

－

８
８
８
０

重
要
文
化
財
旧
三
笠
ホ
テ
ル

　

今
年
も
夏
の
三
笠
ホ
テ
ル
で
写

真
展
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
爽
や
か
な
風
の
吹
き
込
む
ロ

ビ
ー
で
、
一
息
入
れ
ま
せ
ん
か
！

●
写
真
展「
軽
井
沢
百
年
史
」

　
（
土
屋
写
真
店
・
軽
井
沢
八
月
祭
共
催
）

　

と
き　

８
月
１
日
㈬
〜
26
日
㈰

　
　
　
　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

♪
ハ
ン
ド
ベ
ル
発
表
会

　
（
東
洋
英
和
女
学
院
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
）

　

と
き　

８
月
16
日
㈭　

15
時
〜

♪
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
（
教
育
委
員
会
主
催
）

　

と
き　

８
月
18
日
㈯
・
19
㈰

　
　
　
　

11
時
〜
・
14
時
〜

　
　
　
　

15
時
30
分
〜

　

•
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
独
奏

　

•
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ

　
　
（
ピ
ア
ノ・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・
チ
ェ
ロ
）

♪
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
（
軽
井
沢
八
月
祭
主
催
）

　

と
き　

８
月
20
日
㈪
〜
23
㈭

 
 
 
 

11
時
30
分
〜

 
 
 
 

13
時
30
分
〜
・
15
時
〜

　

•
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
中
心
と
し
た

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

「
三
笠
ホ
テ
ル
ロ
ゴ
マ
ー
ク

入
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
」

好
評
発
売
中
！

★
ミ
ル
ク
マ
グ
カ
ッ
プ

　

１
個　

５
０
０
円

（
ブ
ラ
ウ
ン
・
ブ
ル
ー
）

★
日
本
手
ぬ
ぐ
い

　

１
本　

３
０
０
円（
藍
色
）

入館料　一般　　 　400円　
　　　　児童・生徒　200円　
　　　　（20名以上は割引有）

【問い合わせ先】
教育委員会　文化振興係 ☎45－8695
　　　　　　旧三笠ホテル ☎42－7072

応
募
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

第
14
回「
小
諸・藤
村
文
学
賞
」

※
各
コ
ン
サ
ー
ト
と
も

旧
三
笠
ホ
テ
ル
入
館

料
の
み
で
自
由
に
お

聴
き
い
た
だ
け
ま
す
。

　

席
に
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
立
ち
見

と
な
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
。

みよた広報 やまゆり （16）　



介
護
の
と
び
ら

問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話 

31

－

２
５
１
０（
や
ま
ゆ
り
共
同
作
業
所
内
）

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
家
事
援
助
を
利

用
で
き
る
の
は
、
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
と

認
め
ら
れ
た
人
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
１
人
暮
ら
し
。

②
同
居
家
族
等
に
障
害
や
疾
病
が
あ
る
場
合
。

③
同
居
家
族
等
に
障
害
や
疾
病
が
な
く
て
も
、

同
様
の
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
家
事
が

困
難
な
場
合
。

　

同
居
し
て
い
る
家
族
な
ど
が
い
る
場
合
、

「
家
族
は
仕
事
が
あ
る
」「
男
手
し
か
な
い
」と

い
う
理
由
だ
け
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
有
償
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹

介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
制
度
に
該
当
し
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
は
ル
ー
ル
違
反
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
制
度

の
適
正
な
運
営
を
妨
げ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
の
問
題
を
社
会
全
体
で

支
え
あ
う
仕
組
み
で
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
保

険
料
を
公
平
に
使
う
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
使
い

方
は
法
律
な
ど
で
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
』と
聞
い
て
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
思
い
浮
か
べ
る
方
は
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

料
理
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
、
家
事
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
制
度

で
は
、
家
事
援
助（
生
活
援
助
）と
し
て
制
度
に

該
当
す
る
内
容
と
、
該
当
し
な
い
内
容
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
介
護
保
険
の
家
事
援
助
は
、「
本
人

が
１
人
で
は
で
き
な
い
、
日
常
的
に
家
庭
内
で

行
わ
れ
る
本
人
の
た
め
の
一
般
的
な
家
事
を
、

で
き
る
限
り
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目

的
に
支
援
す
る
」と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、

•
本
人
以
外
の
家
族
の
た
め
の
家
事（
家
族

全
員
の
食
事
づ
く
り
や
洗
濯
、
本
人
が
日

常
的
に
使
わ
な
い
部
屋
の
掃
除
な
ど
）。

•
大
掃
除
や
部
屋
の
模
様
替
え
の
よ
う
に
、

日
常
的
な
家
事
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
。

•
来
客
の
応
対
、
留
守
番
、
草
む
し
り
や
草

木
の
手
入
れ
、
ペ
ッ
ト
の
世
話
な
ど
。

•
金
銭
や
貴
重
品
の
取
り
扱
い
、
自
動
車
の

運
転
、医
療
行
為
な
ど
。
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
が
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と

　
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
家
事
援
助
」編　
介
護
保
険
の
現
状（
そ
の
３
）

　

た
い
へ
ん
珍
し
い
こ
と
も
あ
る
も
の
で
、
早
稲
田
大
学
の

大
学
院
で
公
共
経
営
研
究
科
か
ら
、
私
に
講
演
の
依
頼
が

あ
っ
て
、
６
日
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
科
は
、
宮
崎
県
知
事
の
東
国
原
さ
ん
も
受
講
し

て
い
た
と
の
こ
と
。
政
治
家
を
目
指
す
方
々
や
地
方
自
治
体

の
職
員
な
ど
が
受
講
し
て
お
り
、
企
業
で
働
き
な
が
ら
受
講

し
て
い
る
学
生
も
い
ま
し
た
。「
大
学
院
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

こ
ん
な
珍
し
い
学
科
も
あ
る
の
か
」と
驚
き
ま
し
た
。
遠
く

は
大
分
県
の
自
治
体
か
ら
研
修
目
的
で
来
て
い
る
学
生
も
い

ま
し
た
。

　

御
代
田
町
長
の
何
に
興
味
が
あ
る
の
か
を
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、
同
和
事
業
の
廃
止
が
７
割
で
、
ご
み
焼
却
場
の
建
設

見
直
し
が
３
割
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

持
ち
時
間
は
１
時
間
30
分
で
し
た
が
、
同
和
事
業
と
い
う

微
妙
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
で「
質
問
は
、
あ
ま
り
出
な
い
の

で
は
…
」と
思
っ
て
い
た
ら
、
次
か
ら
次
に
質
問
が
出
さ
れ

て
20
分
ほ
ど
時
間
オ
ー
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
員
が
真

剣
に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
私
の
町
に
も
同
和
事
業
が
あ
る
け
ど
、
廃
止
は
ど
の
よ

う
に
す
す
め
た
の
か
」「
運
動
団
体
か
ら
の
抵
抗
は
な
か
っ

た
か
」「
同
和
教
育
は
必
要
か
、
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る

の
か
」な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
体
験
な
ど
を
も
と
に
し
た

質
問
内
容
で
、
こ
う
し
た
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
が

多
い
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
と
お
し
て
、
御
代
田
町
で
の
実
践
例
が
、

全
国
に
少
し
で
も
発
信
で
き
て
役
に
立
て
ば
と
思
い
ま
し
た
。

Fax 32‒3141　メールアドレス moteki-y@town.miyota.nagano.jp町長直通

町
長
室
へ

よ
う
こ
そ

茂
木　

祐
司
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